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　自宅にいたときに地震が発生しました。

　初めはいつものように、すぐにおさまるのだろうと思っていましたが、今までに

体感したことのない揺れに家の中にいるべきか、外に出るべきかただただ自分

の身を守ることで精一杯でした。台所の食器棚からは、ほとんどの食器が崩れ

落ち、揺れの大きさに驚きました。

　家族の安否が気になりましたが、ライフラインは途絶え携帯電話のメールで

しか安否が確認できませんでしたが、小学生の子供は、メールにて学校から

連絡があったので迎えに行き、無事に帰宅できたものの、祖母などメールの

利用ができない親族と連絡が取れず不安でした。

　いつまた、あのような災害があるかわかりません・・・。 

　家族で安否の取り方を再度話し合い、避難ルートの確認・最低限度の食料の

備蓄を心掛けて生活したいと思います。

　震災の一日前に戻ったら、明日おこる悲惨な出来事を多くの人に知らせ、

少しでも被害が少なく済むようにできたらと思います。
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　事務所でデスクワーク中、「地震だなー」と軽く思った次の瞬間にはこれまで

体感したことのない信じられない揺れに・・・。

　ビルが古いこともあり、本棚を始め、ありとあらゆるものが倒れるなか、必死で

目の前の倒れそうなものを手で押えてました。とっさの出来事に机の下に身を

隠すなど冷静な判断もできませんでした。

　独り身で、両親は県外なので、まず心配したのは自宅マンションに居る愛犬

のこと。マンションまでは徒歩圏なので、急いでマンションに戻り、唖然・・・。

　8階の部屋は玄関にひび割れ、部屋の中は食器棚からテレビ、本棚まで、事務所

同様にメチャメチャな状態。幸いにも愛犬は無事で、部屋のものには一切

触れず、愛犬を連れてすぐに事務所に戻りました。

　その後は事務所で3日間過ごすことに・・・。

　もし一日前に戻れたなら・・・。

　間違いなく、家電、家具などの壁止め、ストッパーなどの転倒落下防止対策を

施し、そして、保存食の在庫状況をチェックしていたでしょう。

　災害時用ではなく、たまたま直前に買い込んでいたからこそ保存食に余裕が

あり、それが結果的に功を奏しただけ・・・。

　災害時を想定し、備えるということを何もしていなかったことに初めて気付か

された今回の震災でした。

仙台市宮城野区　40代　女性　主婦 仙台市青葉区　40代　男性　会社役員
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　今回、帰宅困難者の方々がもっとも必要としていたもの、それは情報です。

地震直後から携帯電話の回線がパンクしてしまったため、家族の安否確認が

取れない人も多かったはずです。そこで、避難されている方々に向けて、大きな

スクリーンでテレビのニュース映像を流すことにしました。画面には津波などの

甚大な被害が流れていましたが、同時に都内での被害が少なかったことなど、

安心できる情報も得られたので、皆さんパニックにならず冷静に過ごされて

いました。

　今回の震災では、Twitter  やSkype  で安否の連絡を取った方々の話を

よく聞きましたが、インターネットの重要性が確認されたように思います。

 インターネットでは知りたい情報をピンポイントで調べられるし、情報が早い

こともあり、それも提供するようにしました。

　深夜0時30分頃に電車の運転が再開すると、避難されている方々のなかには

帰路につく人も多かったのですが、状況が分かったために安心して朝まで

泊まっていく人もかなりの人数がいたのです。情報があるとないとでは、安心感

が違うことを痛感しました。

32 一日前プロジェクト 2011

※1 Twitterとは、web上に公開されている、140文字以内の短い投稿（ツイート）を入力して、みんなで情報を共有する無料のサービス。

※2 Skypeとは、インターネットを利用した世界中どこへでもかけられる無料の電話サービスのこと。

33一日前プロジェクト 2011
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　震災の次の日は土曜日で、商店街ではイベントを予定していました。フカヒレ

スープを販売するというものです。でも、夜7時前には、この状態でイベントを

やっている場合じゃないと判断して、炊き出しとして帰宅困難者の方々に提供

しようということになりました。

　ところが、メンバーを集めようにも携帯電話がつながらない。近所の家に

行ってチャイムを鳴らして回って集まった10人ぐらいで炊き出しの準備を

始めました。いつもなら、イベントではガスコンロを持っていって現場で作るの

ですが、それでは時間がかかりすぎる。そこで、和菓子屋さんの厨房を借りて、

寸胴鍋2杯分のフカヒレスープを作ったのです。

　販売するときには丼で出す予定でしたが、より多くの人に飲んでもらいたい

ので、紙コップで提供することにしました。商店街の入り口にある広場で、夜の

9時から配り始めて11時まで、用意した400杯は2時間でなくなってしまい

ました。あの日は寒かったから、皆さんとても喜んでいました。

　たまたま次の日がイベントだったおかげで、食材があってよかったです。遠く

まで歩いて帰る人たちの助けに、少しでもなれてよかったと思います。

心も温まったフカヒレスープ

東京都　40代　男性　消防学校職員 東京都豊島区　40代　男性　自営業

※1 ※2
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　浦安での打ち合わせを終え京葉線に乗り、もうすぐ東京駅に着く…という

タイミングで、地震に遭いました。電車は止まり、「ただ今、地震がありました」と

アナウンスがありましたが、電車では地震の大きさもわからず、「大したことは

ないだろう」と思っていました。

　そのまま電車の中で20分位待機。しかし皆冷静で、車内は落ち着いた

雰囲気です。先頭の1両だけホームに入っていたので、車内を移動しホームに

出ましたが、それも皆順番を守り、パニックに陥る様子はありません。

　改札を出て地上に上がったところで、再び余震が。東京駅のそばで建設中の

ビルのクレーンが激しく揺れていました。携帯電話のナビを見ながら、知人の

いる田町を目指しました。1時間半で到着。知人のオフィスはビルの8階。非常

階段を上ると、壁がひび割れ、壁の建築資材がパラパラと落ちています。「ビルが

崩壊しないかなあ」と少し心配に。ビルの中では「津波が来るかもしれないので、

移動は控えてください」とアナウンスがありましたが、午後5時頃田町を出発。

1時間半位で赤坂の自分の会社に到着しました。

　そして深夜2時、Twitter  の「電車が動いている」との情報を頼りに、会社を

出発し、そこから自宅まで帰りました。電車が動き出すのを待っていた人達が、

すでに帰路についた後の時間だったので、混雑は大したことはありませんでした。

電車から降りる時には、思わず車掌さんに「ありがとうございます」と声をかけて

しまいました。

68 一日前プロジェクト 2011 69一日前プロジェクト 2011
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　震災の日、私は浦安のホテルで、宴会場の音響・照明をコーディネイトする

仕事をしていました。

　地震の瞬間は、まさにパーティーの真っ最中。急いで会場に駆けつけると、

再び余震が。「近くのテーブルの下に隠れてください」と大声を張り上げ、機材

を押さえました。

　「お客さんをどうするか、早くジャッジをして」とホテルにお願いしましたが、

なかなかアナウンスがありません。結局「いったん外に出てください」と指示が

あり、お客さん共々外に避難しました。すでにワンセグで東北の津波の事を

知り、「外は危険なのでは？」と詰め寄りましたが、判断が覆ることはありません。

　あたりを見渡すと、街灯が4～5本倒れ、バス停も倒れています。また駐車場

からは、噴水のように水が噴き出しているところがあり、それもどんどん水の

量が増えている感じでした。後で液状化が原因とわかりましたが、この時は

「これも津波の影響か」と思い、再びホテルへ逃げ込んでしまいました。

　　

東京都世田谷区　30代　男性　無職 横浜市　40代　男性　会社員

※

※ Twitterとは、web上に公開されている、140文字以内の短い投稿（ツイート）を入力して、みんなで情報を共有する無料のサービス。
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　新燃岳が噴火するのを見たのは昭和34年と今回ので二度目なんですが、

あの時は水蒸気爆発だったので噴煙ちゅうのはあがらんかったとです。なので、

今回の噴火で火柱ちゅうのを見た時は、ガタガタと足が震えましたよ。

　消防団の団長をしとるもんですから、噴火から1ヵ月間は家に帰る間もなく

慌しく動いておりました。

　避難区域の住民に避難を呼びかけるんですが、中には応じてくれない人も

何人かいましてね。避難勧告でなく、拘束力のある避難指示だったらすんなり

動いてくれたんでしょうけれども。高齢化の進んでおる地域ですから、行政が

言っても聞かん人も多いんですわ。近所の人の「危ねぇから、逃ぐっど」が一番

効果的でした。

　その他に、警察と一緒になって避難区域の見回りなどをしましたよ。悲しい

かな、避難中に空き巣などを企てる不届き者が現れるのも災害時の特徴です

からね。

消防団員は避難の呼びかけと地域の見回りで大忙し

高原町　60代　男性　消防団団長

1
ヵ
月
か
か
っ
た
灰
の
除
去

　その日は学校で研究会を予定しちょったんですよ。午後３時15分くらいです

かね、山からモクモクと噴煙が上がっちょるのが見えたんですわ。そうしたら

突然、シャーという音がしだしましてね。校舎の窓ガラスに灰が降り注ぐ音

だったんです。昼間なのに外はだんだん薄暗くなってくるし。これはただ事じゃ

ないと、残っている生徒の親御さんに連絡して大至急迎えに来てもらいました。

家に帰っても、山からはグワグワと不気味な音が聞こえてきますし、生きた心地

がせんかったですね。

　次の日、教育委員会から視察に来られたんですが、その時に2回目の爆発

的な噴火が起こりまして、ただちに臨時休校を決定したわけです。

　積もった灰の除去には1ヵ月くらいかかりました。ボランティアで全国に3台

しかないバキュームカーが駆けつけてくれて、一日かけて中庭の灰を取り除いて

くれました。マスクなんかの支援物資もたくさん頂きまして、日本人の優しさに

感動しましたよ。

支援のありがたさを実感

都城市　50代　男性　学校関係者

火

　山

火

　山
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　新燃岳から近い位置にあるため、灰よりも噴石の被害が甚大で、噴火から

2日で約300枚のガラスを手配しました。ガラスの交換作業はそんなにある

ものではないので、社内だけでは追いつかず、他県にも応援を要請しました。

全ての車のガラスを交換するまでかかった期間はおよそ1ヵ月。その間は

お客様への代車の手配などの業務も加わりますから、通常では考えられない

ほど忙しい日々が続きました。

　ガラスの値段は、軽自動車で約10万円。天災では特約に入っていない限り、

保険がおりません。ガラスにヒビが入ると車検を通すことが出来ないので、交換

は絶対なんですね。車が無いと移動が困難な地域ですから、お客様にとっては

痛い出費になりました。

　お客様の中には、次の噴火に備えてカバーなどの保護具を購入される方も

いらっしゃいました。

保険特約に入っておらず約10万円を自己負担

小林市　30代　男性　自動車販売業

真
っ
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　噴火からしばらくしてから灰が降り出しました。この公園は避難区域に入って

いるもんですから、その期間は営業が出来んわけですよ。ちょくちょくは様子を

見に来てましたけど、だんだんと灰で真っ白になっていく公園を見た時は

辛かったですよ。

　公園までの道には灰が埃のように舞っていましてね、それで道路が見えんと

です。昼間なのにライトを点けて車を運転しました。歩道を歩いてる人の姿などは

見えんですから、危なかったですよ。

　避難が解除されてから職員8人で灰集めの作業を始めたんですが、これが

50日かかりました。運んだ灰の数は、トラックで30台以上になりました。

　お祭りのある4月までにはなんとか終わらせようと、朝から晩まで一生懸命に

作業をしました。営業が再開出来た時は嬉しかったですね。

8人で50日頑張った灰集めはトラック30台以上

高原町　50代　男性　公園管理者

火

　山

火

　山
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